
KSASでできること。

※画面は全て9月28日時点のものです。改良のため予告なく変更する場合があります。

2022年9月 パソコン版

目　次

１．はじめに  ……………P01
２．　 圃場マップ………P03
３．　 指示・日誌………P07
４．　 作業進捗…………P17
５．　 作付計画…………P19

６．　 圃場台帳…………P30
７．　 各種台帳…………P34
８．　 食味・収量分析…P44
９．　 出力………………P47
10．　 積算温度…………P48



01

1 新KSASとは？
2014年にサービスを開始したKSASは、もっと便利に、もっと役立つ営農支援システム
にするために、2021年3月から「新KSAS」へと大幅リニューアルを開始しました。
これまでのお客様の声を解決できる機能を順次リリースしていきます。

2 新KSASの大きな特長
１．スマートフォンの機能が大幅に増え、現場での使いやすさが向上。
２．スマートフォン・パソコンの画面デザインをリニューアルし、操作感を統一。
　　より直感的に使いやすくなります。

2021年3月にスマホ版を、2021年9月にパソコン版をリリースしました。
新KSASでは圃場マップを起点に指示や日誌が作成出来るように作業性を向上しました。
スマートフォンでは圃場情報の確認や過去の日誌の振り返り等ができるようになりました。
さらに2014年から変更のなかった画面デザインを一新して、スマートフォン・パソコン
での操作感を統一していきます。
これからも新KSASの機能はどんどんリリースされていくので、ぜひご期待ください。

スマートフォン パソコン

１．はじめに KSASでできること。

パソコン版
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2021年9月より新KSASパソコン版を順次リリース!
１ 今後の予定（新・旧KSASの併用について）

利用可能時期 2021 2022 2023

新KSASへの機能移行後
システム停止

旧KSASの機能を新KSASへ移行完了後、旧KSASの利用を停止いたします。
2022年末までは「旧KSASはこちら」ボタンをクリックすると
旧KSASをご利用いただくことが可能ですが、2022年末で「旧KSAS」は利用停止となり、
2023年以降「新KSAS」のみのご利用となります。

新KSAS 3月リリース

新KSASと旧KSASの併用期間
旧KSAS旧KSAS

２ データ移行イメージ

新KSASと旧KSASは同じデータを使っていますので、旧KSASから新KSASへデータ移行
をする必要はございません。例えば旧KSASで作った作業日誌を新KSASでも確認できる
など、データは常に同期されています。

利用するデータは同じ

旧KSAS

利用するデータは同じ

新KSAS

１．はじめに KSASでできること。

パソコン版
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１ 圃場マップを見る
※登録している圃場が、中心から800枚表示されます。マップを大きく動かしたら、
　「地図更新」ボタンをクリックして、再度圃場を表示させてください。

メニューで「圃場マップ」のアイコンを選択します。
圃場の中は「圃場情報」で設定した色、圃場の枠は紐付いている「作付計画」で設定した色になっています。

Ⅰ. 圃場を見る

圃場を一枚選択すると、圃場情報が確認
できます。

KSASでできること。

パソコン版2. 圃場マップ
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Ⅲ. 表示設定を変更する

Ⅱ. 表示する圃場を絞り込む

「作付計画」「圃場ブロック」
「圃場色」で表示する圃場を
絞り込むことができます。
「絞り込み」のアイコンを
クリックしてください。

①表示させたい項目にチェックを入れ、
②「OK」をクリックしてください

①

②

「表示設定」のアイコンを
クリックしてください。

①圃場の表示ラベルとして表示させたい項目にチェックを入れます。
②「OK」をクリックして設定を完了させると圃場区画の上に
　項目を表示させることができます。

①

②

KSASでできること。

パソコン版2. 圃場マップ
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２ 圃場マップから指示・日誌を作成する
Ⅰ. 指示・日誌の作成ができます

1 圃場の選択

① 「指示・日誌作成」アイコンをクリック
して指示・日誌を作成したい圃場を選
んでください。

② 「一括で指示・日誌作成」をクリックし
てください。

②

①

指示・日誌の画面

3作業項目の選択　4圃場・作付計画の確認　5詳細情報の入力　※詳細は次ページ→

3

4

6
5

2 日誌の新規作成

指示と日誌のどちらを作成するか選択してください。指示と日誌のどちらを作成するか選択してください。

KSASでできること。

パソコン版2. 圃場マップ
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4 圃場・作付計画の確認

①「作付計画から選択」または
　「圃場から選択」をクリックすると、
　選んでいる圃場をマップで確認できます。
　また、指示・日誌を作成したい作付計画が
　異なる場合は、②圃場ごとに正しい作付
　計画を選択してください。

①

②

5 詳細情報の入力

さらに詳細な指示・日誌を作成したい場合に、
機械、農薬、肥料、メモなどを入力できます。
右側の　　をクリックすると入力欄が出てきます。

6 指示・日誌を作成

内容を確認したら、右上の指示作成／
日誌作成をクリックしてください。

3 作業項目の選択

①作業項目の「選択」をクリックし、
②作業項目一覧から作業項目を
　 一つ選択し、「OK」をクリックしてください。
③検索することもできます。

① ③

②

KSASでできること。

パソコン版2. 圃場マップ
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１ 全圃場の指示・日誌を確認する

Ⅰ. 指示・日誌の内容を確認できます

2 指示・日誌の確認

一覧の指示や日誌をクリックすると
内容確認、編集、削除ができます。

編集した場合は「保存」をクリックして
ください。

1 指示・日誌の一覧

「日誌」「指示・作業中」の
タブで切替えできます。

メニューで「指示・日誌」のアイコンを選択します。
過去に作成された日誌と指示が一覧表示されます。

すべての指示・日誌

KSASでできること。

パソコン版3. 指示・日誌
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Ⅱ. 指示・日誌を絞り込んで表示できます

Ⅲ.  指示の作業状態を簡単に変更することができます

絞り込み画面

※あらかじめ過去一年の作業期間で絞り込みがかかっています。

②

1 指示・日誌を絞り込む

①「絞り込み」をクリックして
　ください。

②絞り込みたい項目をクリック
　してください。

①

作業が完了したら、指示・作業中・中断から、
日誌へ簡単に変更することができます。

KSASでできること。

パソコン版3. 指示・日誌
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作業軌跡再生

1 指示・日誌の一覧

①作業軌跡再生マークがある日誌をクリックし、
②日誌詳細の「軌跡再生」ボタンをクリックしてください。

2 軌跡再生

再生ボタンを押すと、作業軌跡を確認できます。
作業軌跡は1年半たつと見れなくなりますので、
残したい軌跡については「軌跡を保存」をクリックしてください。
※1圃場あたり10件の作業軌跡が保存できます。

【作業軌跡について】
●KSASで日誌が作成されている作業の軌跡が記録されます。
●KSAS対応直接通信ユニット搭載機だと、機械の位置情報が表示されます。
●KSAS対応無線LANユニット搭載機やKSAS対応機以外だと、機械に乗っているオペレーターが持っているスマホの位置が表示されます。
●KSAS対応機だと、PTO回転のON/OFF、植付けのON/OFF、刈取りのON/OFFが点の色違いによって分かります。
　※無線LANユニット搭載トラクタは、PTOのON/OFFが分かりません。
●KSAS対応機以外でも、Androidスマホのアプリ版で日誌を作成した場合、スマホの位置情報を元に本機能を利用できます。
　（スマホの設定により、位置情報が取得できない場合は利用できません）
●GPSの電波状況によっては、実際の作業位置とGPSで取得した位置情報が一時的に数百メートル程度、数時間にわたってずれ、作業日誌の作業位置や作業
軌跡が実際と合わない場合が稀に発生しますが、上記はGPSの電波状況によるもので、機械の異常ではなく、しばらくすると復旧いたします。ずれが発生
した際は、作業日誌の作業圃場を手動で修正してください。ただし、作業軌跡自体の修正はできませんのでご了承ください。

①

②

KSASでできること。

パソコン版3. 指示・日誌
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２ 指示・日誌を作成する

Ⅰ. 指示または日誌の作成ができます

1「指示・日誌作成」をクリック

「指示・日誌作成」をクリックします。

2 指示・日誌作成の新規作成

指示と日誌のどちらを作成するか選択してください。

指示・日誌の画面

3作業項目の選択　4圃場・作付計画の確認　5詳細情報の入力　※詳細は次ページ→

3

4

6
5

指示と日誌のどちらを作成するか選択してください。

KSASでできること。

パソコン版3. 指示・日誌
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5 詳細情報の入力

さらに詳細な指示・日誌を作成したい場合に、
機械、農薬、肥料、メモなどを入力できます。
右側の　　をクリックすると入力欄が出てきます。

4 圃場・作付計画の選択

①「作付計画から選択」または
　「圃場から選択」をクリックします。
②指示・日誌を作成する圃場を選択します。

①

②

3 作業項目の選択

①作業項目の「選択」をクリックし、
②作業項目一覧から作業項目を
　 一つ選択し、「OK」をクリックしてください。
③検索することもできます。

① ③

②

6 指示・日誌を作成

内容を確認したら、右上の指示作成／
日誌作成をクリックしてください。

KSASでできること。

パソコン版3. 指示・日誌
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１ 自動日誌設定

1 自動日誌対応機の一覧

メニューで「指示・日誌」－「自動日誌設定」を選択します。
自動日誌を作成できる対応機が一覧で表示されます。
機械を選択し、「編集」をクリックすると編集画面が開きます。

2 自動日誌設定の編集

「自動日誌設定」の横のボタンで自動日誌のON／OFFを切替えることができます。
ONにした場合は作業項目と作業者を設定してください。
（この作業項目と作業者の内容で自動日誌が作成されます。）
※コンバインでは「刈取り」、田植機では「田植え」が設定されておりますが、変更することも可能です。

自動日誌作成

KSASでできること。

パソコン版3. 指示・日誌
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3 農薬・肥料　設計値

農薬・肥料について、設計値を「使用する」にすると、指示・作付計画で
設定されている項目・値で自動日誌を作成します。
※指示と作付計画で値が異なる場合は指示を使用します。

設計値を「使用しない」にすると、選択画面が表示されます。
ここで選んだ項目・値の内容で自動日誌が作成されます。

KSASでできること。

パソコン版3. 指示・日誌
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軌跡から日誌作成

2 日付と機械を選択

日付と機械を選択すると
①マップに位置情報（黄色点）
②下部に稼働情報、収量情報（食味・収量センサ付きコンバインの場合）
③右部に日誌が表示されます。

③

②

①①①

1 本機能の説明

カレンダーの赤丸（●）は、日誌に含まれていない収量があること、
青丸（●）は、同時刻に複数日誌が作成されていることを意味しています。

本機能は、位置情報やKSAS対応機稼働情報（食味・収量センサ付きコンバイン）を元に、漏れている日誌を
作成したり、誤った情報で作成されている日誌を編集するための機能です。

KSASでできること。

パソコン版3. 指示・日誌
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3 日誌選択

下部にあるグレーの四角は日誌を表しています。
この部分や右部の日誌をクリックすると、圃場が確認できます。
また日誌の「詳細」をクリックすると詳細を確認できます。

4 日誌が漏れていた場合、位置・稼働・収量情報を見て日誌作成できます

①位置・稼働・収量情報に合わせ、ABのバーを動かして作業時間を設定してください。
②圃場をクリックしてください。
③最後に「日誌追加」をクリックすると日誌を作成することができます。

③

②

①

KSASでできること。

パソコン版3. 指示・日誌
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5 日誌編集

①編集したい日誌を選び、「詳細」をクリックしてください。
② 正しい圃場をクリックする、もしくはABのバーを動かし作業時間を設定してください。
③ この状態で「編集」ボタンをクリックすると、正しい圃場や作業時間が設定された日誌に編集
することができます。（編集画面で作業時間や収量を修正する必要はありません）

例えばこの場合は、日誌に含まれていない収量があるため、作業時間を延ばす修正をしています。

②

①

②

③

KSASでできること。

パソコン版3. 指示・日誌
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3 作業進捗表示

マップとグラフで作業進捗を確認することができます。

1 初期画面

2 指示・日誌の確認

「作業項目」「作付計画」「作業期間」を指定して「OK」をクリックします。
※必須は作業項目のみ

メニューで「作業進捗」を選択します。
初めて作業進捗マップを開いたときは、「条件設定をおこなってください」と
表示されるので、「条件設定」をクリックしてください。

KSASでできること。

パソコン版4. 作業進捗
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4 圃場ごとの確認

圃場をクリックすると、圃場ごとの指示・日誌を確認・編集できます。
ここから作業状態を変更することもできます。

5 指示・日誌の作成

指示・日誌を新規作成できます。作成方法は圃場マップと同じです。

KSASでできること。

パソコン版4. 作業進捗
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１ 作付計画新規作成

2 概要画面

必須項目は「作付計画名」「年度」「作業予定期間」です。
右上の「保存」をクリックすると作付計画作成が完了します。
「圃場」「農薬」などの各画面は作付計画作成後に編集できます。

1 作付計画一覧

メニューの「作付計画」のアイコンを選択します。
左上の「追加」をクリックし、ポップアップウィンドウの
「新規作成」か「コピーして作成」を選択します。

「コピーして作成」の場合は、
コピーする作付計画を選択します。

KSASでできること。

パソコン版5. 作付計画
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２ 各画面編集

Ⅰ. 圃場

作付計画に紐付ける圃場を選択します。
リストからでもマップからでも選択できます。

2 編集

1 一覧

「圃場」のタブをクリックすると作付計画に紐付いている圃場が一覧表示されます。
「編集」をクリックすると編集画面に移動します。

KSASでできること。

パソコン版5. 作付計画
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Ⅱ.  農薬

「農薬」のタブをクリックすると左側に使用する農薬が一覧表示されます。右側で圃場ごとの散布量を確認できます。
「編集」をクリックすると編集画面に移動します。

1 一覧

①「追加」をクリックして農薬追加します。
②全圃場に対して農薬リストで設定している散布量から変更する場合は「一括設定」をクリックします。
③圃場ごとの散布量を変更できます。

①
②

③

2 編集

KSASでできること。

パソコン版5. 作付計画
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Ⅲ.  肥料

「肥料」のタブをクリックすると左側に使用する肥料が一覧表示されます。右側で圃場ごとの散布量を確認できます。
「編集」をクリックすると編集画面に移動します。

1 一覧

3 作業項目選択

追加した農薬を使用する作業項目を選択してください。

KSASでできること。

パソコン版5. 作付計画
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①「追加」をクリックして肥料追加します。
②全圃場に対して肥料リストで設定している散布量から変更する場合は「一括設定」をクリックします。
③圃場ごとの散布量を変更できます。
④「可変施肥」※「固定施肥」「無施肥」を選択します。
　※可変施肥の詳細についてはP.22をご覧ください。

① ②

③

④

2 編集

3 作業項目選択

追加した肥料を使用する作業項目を選択してください。

KSASでできること。

パソコン版5. 作付計画
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Ⅳ.  資材

使用する資材が一覧表示されます。「編集」をクリックすると編集画面に移動します。

1 一覧

旧KSASの 「種子情報」「育苗情報」欄について
・旧KSAS作付計画の「種子情報」「育苗情報」欄を廃止し、新KSAS資材画面に機能の一部を移管します。
・旧KSASに入力している「使用量」「単価」「金額」情報は新KSAS資材画面に自動データ移行されます。
・ 新KSAS作付計画リリース日（1/19）時点の旧KSASデータを移行しますが、その後旧KSASの「種子情報」
「育苗情報」欄を修正しても新KSASには反映されませんのでご注意ください。

2 編集

「追加」をクリックし、行を追加します。資材の情報を入力し、「保存」をクリックします。
単位は手入力で自由に作成することもできます。

KSASでできること。

パソコン版5. 作付計画
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Ⅴ.  パラメータ

日誌で収量を記録するための、容器名・容量、品質・規格を登録します。
1 収量

食味・収量センサ付きコンバインを使用する際の基準値等を設定します。
基準値は地域や、お客様ごとに異なる場合がございますので、必要に応じてあらかじめ基準値を変更して
ご利用ください。

2 食味・収量センサ付きコンバイン（稲・麦・大豆のみ）

乾燥調製システムを使用する際の計算値等を設定します。
3 乾燥調製システム（野菜の作付計画にはありません）

1
2

3

KSASでできること。

パソコン版5. 作付計画
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可変施肥マップ

1 可変施肥マップ初期画面

「可変施肥マップ（未作成）」をクリックすると、可変施肥マップを作成する画面が開きます。

2 参考マップ

過去に作成した同じ圃場の可変施肥マップや食味収量メッシュマップがあれば、右側に直近３つが表示されます。
過去のものを選択したい場合は「参考マップ選択」をクリックして、表示したいマップを選択します。

KSASでできること。

パソコン版5. 作付計画
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3 過去マップ取込み

過去に作成した同じ圃場の可変施肥マップがあれば、
そのまま今回の可変施肥マップに反映することができます（その後修正も可能です）。

4 可変施肥量の設定

設定している施肥基準量から２割増～２割減・施肥量ゼロが設定されていますが、
手動で数値を入力し変更することも可能です。

KSASでできること。

パソコン版5. 作付計画
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6 機械連携

「肥料」画面に戻り、「機械連携」をクリックすると、各機種との連携方法が表示されます。

5 可変施肥マップ作成

施肥量（色）を選択した状態で、メッシュ上をドラッグして可変施肥マップに色を塗ります。
完了したら「確定」をクリックしてください。
メッシュサイズは下記の通り設定可能です。
　田植機：20m/15m/10m/5m、ドローン：15m/7.5m（散布幅 7.5m時）、20m/10m（散布幅 10m時）、ハイクリブーム：15m/7.5m

KSASでできること。

パソコン版5. 作付計画
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7 ドローン・ハイクリブーム　施肥データ出力

「施肥データ出力」ボタンをクリックしてください。
※該当機をKSASに紐づけていない場合、ボタンをクリックすることができません。

8 圃場選択・出力

作業項目名と肥料名を選択して検索し、
出力したい圃場にチェックを付けて「出力」をクリックしてください。

KSASでできること。

パソコン版5. 作付計画
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１ 圃場追加

1 追加ボタン

メニューの「圃場台帳」のアイコンを選択します。
「圃場追加」ボタンをクリックします。

2 登録方法切替え

１クリック登録⇔手動登録⇔ピン登録を切替えることができます。

KSASでできること。

パソコン版６. 圃場台帳
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3 登録

圃場情報を入力して「登録」をクリックします。

KSASでできること。

パソコン版６. 圃場台帳
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「変更」をクリックします。

1 所有者

「追加」をクリックして行を足し、
内容を入力して「OK」をクリックします。

２ 圃場情報

圃場リストやマップで圃場をクリックすると詳細情報が表示されます。
編集するには「編集」をクリックします。

KSASでできること。

パソコン版６. 圃場台帳
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「変更」をクリックします。

2 請負項目

「追加」をクリックして行を足し、
内容を入力して「OK」をクリックします。
※各種台帳-作業項目で請負項目登録すると作業項目が表示されます。

「変更」をクリックします。

3 自由項目　必要な管理項目を自由に追加することができます。

「追加」をクリックして行を足し、
内容を入力して「OK」をクリックします。
※タイトル、単位の変更はすべての圃場に適用されます。

KSASでできること。

パソコン版６. 圃場台帳
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各種台帳を開くと、メンバー、作業項目、農薬、肥料、機械、インプルメントの台帳（リスト）があります。
※日誌追加項目は「指示・日誌」メニュー内で登録できます

１ メンバー

1 追加

「追加」をクリックします。
メンバーの追加や、他メンバーの詳細情報確認・編集は管理者権限のアカウントのみ行えます。

KSASでできること。

パソコン版７. 各種台帳
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3 一覧

一覧でメンバーをクリックすると右側に詳細が表示されます。
編集やログインID・パスワード変更、削除ができます。
※ログインID・パスワードを変更する際は、現在ログインしているアカウントのパスワードを入力する必要があります。

メンバーの名前を入力します。
KSASにログインできるアカウントを作成する場合、
ログインIDとパスワードを設定します。
※ログインIDは「******@**.**」というメールアドレス形式であれば、
　実在しないものでも登録できます。

「保存」をクリックすると、パスワード
入力画面が表示されます。
現在ログインしているアカウントの
パスワードを入力し「OK」をクリック
してください。

2 情報入力・登録

KSASでできること。

パソコン版７. 各種台帳
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２ 作業項目

1 追加

「追加」をクリックします。

2 情報入力・登録

作業項目の名前を入力します。
※基本作業項目（KSASに初めから登録されている作業項目）で削除したものを再登録する場合は、「基本作業項目から選ぶ」をクリックします。

圃場台帳の請負項目で選択するには、「請負項目として使用する」にチェックを入れてください。
最後に「保存」をクリックして登録完了です。

KSASでできること。

パソコン版７. 各種台帳
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3 一覧

一覧で作業項目をクリックすると右側に詳細が表示され、編集や削除ができます。
※新KSASでは基本作業項目も削除できます。

３ 農薬

1 追加

「追加」をクリックし、「手入力」／「農薬データベースから追加」のどちらで追加するかを選択します。
※「農薬データベースからの追加」が便利です。

KSASでできること。

パソコン版７. 各種台帳
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2 農薬データベースから追加　※一覧画面の「農薬データベースから追加」をクリックしても同じ画面が開きます。

農薬名、登録番号などで検索し、「追加」をクリックすると農薬リストに登録できます。

3 一覧

一覧に戻り、農薬をクリックすると右側に詳細が表示されます。
「編集」をクリックすると編集画面が開き、詳細情報を入力できます。

KSASでできること。

パソコン版７. 各種台帳
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4 詳細入力

10aあたりの散布量を登録すると、指示・日誌を作成するときに自動入力され便利です。
また、１製品あたりの量や購入費を登録すると、作付計画での必要資材量や資材費が自動計算されます。
最後に「保存」をクリックして入力完了です。

４ 肥料

1 追加

「追加」をクリックします。

KSASでできること。

パソコン版７. 各種台帳
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3 一覧

一覧で作業項目をクリックすると右側に詳細が表示され、編集や削除ができます。

2 情報入力・登録

肥料名を入力します。
Ｎ・Ｐ・Ｋ値を入力すると、作付計画で圃場ごとのＮ・Ｐ・Ｋ総量値が自動計算されます。
最後に「保存」をクリックして登録完了です。

KSASでできること。

パソコン版７. 各種台帳



41

５ 機械

1 追加

「追加」をクリックし、「KSAS対応機を追加」／「KSAS対応ドローンを追加」／「その他の機械を追加」
のどれを追加するのかを選択します。

契約照会・変更画面が開くので、「ご契約情報の変更」から「KSAS対応機登録」を選択し、
型式と機番を入力してください。
登録が完了したら機械一覧に表示されます。
※登録までに２～３営業日を要する場合がございます。

2 KSAS対応機追加

KSASでできること。

パソコン版７. 各種台帳
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3 KSAS対応ドローン追加

DJIのページが開きます。
※詳細はKSAS対応機ユーザーガイド（散布用ドローン版）をご確認ください。

URL：https://ksas.kubota.co.jp/products/userguide_drone.pdf

4 その他の機械追加

機械名を入力後、型式・機種・機番を入力し、最後に「保存」をクリックして追加完了です。

KSASでできること。

パソコン版７. 各種台帳
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６ インプルメント

1 追加

「追加」をクリックします。

2 情報入力・登録

インプルメント名を入力後、詳細を入力します。最後に「保存」をクリックして登録完了です。

KSASでできること。

パソコン版７. 各種台帳
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1 初期画面

食味・収量分析を確認したい作付計画を選択します。

2 食味・収量

圃場ごとの食味・収量分布をグラフとマップで確認できます。
グラフの丸印やマップの圃場区画をクリックすると詳細情報
が確認できます。
「表示設定」をクリックして、表示範囲や目標を設定すると、
目指している食味・収量の圃場や、改善すべき圃場の把握が
可能になります。
対象：稲・大麦・小麦・大豆（収量・水分のみ）
※もち米、低アミロース枚などは正確に測定できません。

KSASでできること。

パソコン版８. 食味・収量分析



45

新KSASから収量と食味それぞれに絞った確認もできるようになりました。

3 収量

圃場ごとの収量を棒グラフとマップで確認できます。
圃場区画は収量が少ない圃場から多い圃場に赤のグラデーションで表示されます。
「表示設定」をクリックして、表示範囲や目標を設定します。収量の棒グラフの場合、
目標は青いゾーンで表示されます。
※グラフや圃場色で差が見えにくい場合は表示設定の「表示範囲」を調整してください

4 食味（タンパク）

圃場ごとの食味（タンパク）をグラフとマップで確認できます。
圃場区画はタンパク含有率が少ない圃場から多い圃場に緑のグラデーションで表示されます。
「表示設定」をクリックして、表示範囲や目標を設定します。食味の棒グラフの場合、
目標は青いゾーンで表示されます。
※グラフや圃場色の差が見得にくい場合は表示設定の「表示範囲」を調整してください

KSASでできること。

パソコン版８. 食味・収量分析
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食味・収量メッシュマップ

食味・収量メッシュマップなら圃場内のバラつきをメッシュ状で把握でき、排水対策や翌年度の施肥設計などに役立てる
ことができます。
※食味・収量センサ搭載コンバインと、後付けオプションの食味収量メッシュマップキットが必要です。
メッシュサイズ：20m（推奨）/15m/10m
対象：稲・大麦・小麦

2 フォーカス範囲

特に注目して見たい数値のメッシュは、フォーカス範囲に設定することで、
指定した色で分かりやすく確認できます。
特に食味（タンパク値）が高いところだけをフォーカスし、翌年の可変施肥マップ作成などに活かすことが可能です。

1 メッシュマップ表示

「収量」「食味（タンパク）」の画面でメッシュを「表示する」にすると、
メッシュマップデータがある圃場のメッシュが表示されます。

KSASでできること。

パソコン版８. 食味・収量分析
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2 ダウンロード

必要に応じて絞り込みを変更し、「EXCEL出力」ボタンをクリックすると、
EXCELファイルがダウンロードされます。

1 出力の一覧

出力したい帳票の「出力に進む」ボタンをクリックします。

KSASでできること。

パソコン版９. 出力
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2 圃場追加画面

積算温度の管理をする代表圃場は最大10件まで選択できます。
10件以内であれば後からでも追加することができます。
選択できたら「OK」をクリックします。

1 初期画面

メニューの「積算温度」をクリックすると、別タブで積算温度の画面が立ち上がります。
初めて立ち上げると圃場追加画面が開きますので「圃場を追加」をクリックします。

KSASでできること。

パソコン版10. 積算温度



49

選択した圃場名の右側にある矢印をクリックすると、到達温度・期間温度の設定画面が開きます。
「圃場の削除」をクリックすると、その圃場に関する設定が削除され、その圃場が表示されなくなります。

3 積算温度用登録圃場一覧

開始日と積算温度を設定し、「保存」をクリックして追加完了です。

4 到達温度を追加する

「到達温度を追加」をクリックします。

トップ画面に、開始日から設定した積算温度に到達する到達予定日が
到達日として表示され、そこで設定の削除と編集もできます。

KSASでできること。

パソコン版10. 積算温度
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期間温度を求めたい期間の、開始日と終了日を設定し、
「保存」をクリックして追加完了です。
「終了日を常に今日の日付にする」にチェックを入れると、
終了日が画面を開いた当日になるように設定されます。

5 期間温度を追加する

「期間温度を追加」を
クリックします。

トップ画面に設定した期間の積算温度が表示され、
そこで設定の削除と編集もできます。

KSASでできること。

パソコン版10. 積算温度


